
 

 

 

 

 

静岡県では、「しずおか防災コンソーシアム」と連携し、「ふじのくに防災学講座」を以下のとお

り開催します。県民の皆様の多数の御参加をお待ちしています。 

 

テーマ「南海トラフ地震の可能性を捉える研究の動向 

～日頃からの備えが大切な理由～」 

講師 静岡県立大学 グローバル地域センター  

特任准教授 楠城 一嘉 氏 
 

（講演概要） 
南海トラフ地震の防災対応の在り方が変わりつつあります。それは、地震発生の可能性の高まり

を監視し、その高まりを検知すれば、南海トラフ地震臨時情報を発表するというものです。この情

報は不確実性を伴うため、私達は日常生活を送りつつも、いざという時のために日頃の備えを再確

認する対応が求められます。 

 本講座では、南海トラフ地震の監視や情報発信を知ることからはじめ、監視技術の向上を目指す

研究の最新動向も紹介して、地震予測の現状と可能性を学びます。そして、なぜ日頃から備えが大

事なのかを改めて考える機会を作ります。 

 

● 日  時 令和２年10月17日（土）10時30分～12時00分 

● 会  場  静岡県地震防災センター２階ないふるホール（静岡市葵区駒形通５丁目９－１） 

※会場の駐車場は限られていますので、公共交通機関を御利用ください。 

● 対  象  どなたでも受講できます 

● 受 講 料 無料 

● 申込み締切日 10月14日（水） 

● 開催方法と注意事項について 

今年度のふじのくに防災学講座の開催は、新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、以下のとおり

２通りの方法で開催いたします。別紙受講申込書の申込み方法を御確認いただき、受講方法を選択

の上、お申込みください。事前申込みのない方は受講できませんので、御注意ください。 

なお「ふじのくに基準」に基づく行動制限（10月14日時点で、静岡等への訪問「自粛」）に該当

する都道府県の方は、ZOOMでの受講のみ受付します。 

① 会場での受講 

・定員80人 

  ※申込みは先着順とし、定員になりましたら締切らせていただきます。 

・ないふるホール内では、１席おきに着席とし、「三密」をさける対策を行います。 

・入館の際は、必ずマスク着用、手指の消毒をお願いします。 

・発熱又は風邪の症状がある受講者については、入館をお断りします。 

 ② ZOOM配信による受講 

・ZOOM の受講希望者には、事前にメールにて当日の配布資料及び ZOOM を視聴するための URL

とパスワードを送付します。 

・無断で資料の流用、配信の録音録画による２次利用等は御遠慮ください。 



案内地図 

 

 

          

 

【バス（しずてつジャストライン）のご案内】 

●西部循環線（駒形まわり）「JR静岡駅前（８番Ａ）」・用宗線「JR静岡駅前（７番）」 

→「駒形五丁目」バス停下車、進行方向へ交差点右折徒歩２分  

 

●中部国道線・丸子線・丸子小坂線・牧ヶ谷線・東新田下川原線「静岡駅前（７番）」 

→「本通十丁目」バス停下車、進行方向へ交差点左折徒歩５分  

 

 

  

【徒歩】 

県庁またはJR静岡駅より徒歩約25分(約２km)です。 

 

 

【問合せ先】 

静岡県地震防災センター 

電話 054-251-7100  FAX 054-251-7300 

メールアドレス eq-center@amethyst.broba.cc 

 

 

次回の講演日程、講師、テーマの予定 

 開催日時 講師 テーマ 

第128回 
11月21日（土） 

10：30～12：00 

東海大学 海洋学部 海洋地球科学科 

専任講師の原田 靖 氏 
決まり次第、ホームページにてお知らせします。 

 


